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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

第２期由布市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

大分県由布市 

 

３ 地域再生計画の区域 

大分県由布市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

由布市は、２００５年１０月に、挾間町、庄内町、湯布院町の３町が合併して

誕生した。全国屈指の温泉地として知られ年間４０４万人の観光客が訪れる観光

地でもある由布院温泉を有する湯布院地域、豊かな自然と農村や庄内神楽等の文

化的資源を有する庄内地域、県都大分市のベッドタウンであり教育・文化・医療・

商業施設等の都市機能が集積する挾間地域は、時代の変遷とともにそれぞれの地

域の特色を背景に地域産業が発展してきた。本市の産業別人口は、医療・福祉、

卸売業・小売業、宿泊業・飲食サービス業の従業者が突出しており、それに農林

業、公務等が続いている。就業者数は、直近の国勢調査（２０２０年）では１５，

５３１人であり、前回調査（２０１５年）は１６，３３９人であるため５年間で

４．９％減少している。その要因は少子高齢化や生産年齢人口の転出、若者の価

値観の違いやミスマッチなどが原因の一つであると考えられる。また本市の人口

も１９８５年の３５，９４５人をピークに減少が続いており、直近の国勢調査（２

０２０年）では、３２，７７２人まで落ち込んでいる。国立社会保障・人口問題

研究所によると、現状のペースでは２０３０年には約７．３％減少し、なかでも

１５歳以上６５歳未満の人口である生産年齢人口は同期間に７．６％減少となる

見込みである。 

本市の自然動態については、自然減少の状態が現在まで続いている。本市の平

均寿命は、男性８１．７歳、女性８７．８４歳で、今後も続く高齢化の進行とと
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もに、出生数も２００９年の３１５人を最高に、２０２４年では１９９名と減少

傾向にあり、今後人口の自然減は加速すると見込まれている。その要因は２０歳

から２９歳の女性人口が著しい減少傾向にあり、出産適齢期の女性人口の減少が

大きな要因と考えられる。 

本市の社会動態の推移を見ると、２０１１年から２０２０年まで転出超過の傾

向が続いていたが、２０２１年から転入者（１，５８２人）が転出者（１，４９

７人）を上回っており、２０２４年も転入者（２，０６２人）が転出者（１，７

２７人）を上回る状況が続いている。その要因としては、県都大分市に隣接する

挾間地域の宅地化に伴う子育て世帯の転入や移住施策の充実により転入者が増え

たことなどが考えられる。しかし、転出者が２０２１年から２０２４年まで増加

しており、特に若者の転出については、雇用機会の少なさに加え、選択肢が少な

い事が原因の１つであると考えられる。 

労働力の中核である生産年齢人口の減少が進むと、従業員の確保が難しくなっ

てくる。近年、本市の有効求人倍率は２．８２（２０２４年度平均）で、県内で

最も高い水準で推移しており、人手不足、後継者不足、働き方改革への対応等の

課題に直面している。 

【地域の課題】 

本市の人口は上記のとおり、現在ではピーク時の１９８５年の人口の約９割と

減少幅は小さいものの、このまま自然減が加速した場合は、地域コミュニティの

運営が難しくなり、また市内経済や産業の衰退が懸念されている。 

市外への転出者が多い若者が希望する魅力ある雇用機会を創出することで若者

の市外への流出を抑制し、基幹産業である観光業・農業への波及効果を与え、市

内経済と産業の衰退を防止することが、本市の課題である。 

【目標】 

これらの課題に対応するため、市民の結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現

を図り自然増につなげる。また、移住をさらに促進するとともに、安定した雇用

の創出や地域を守り活性化するまちづくり等を通じて、転出者の減少に歯止めを

かける。 

なお、これらに取り組むに当たっては、次の事項を本計画期間における基本目

標として掲げる。 
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・基本目標Ⅰ みんなで支え合う、安心・安全なまちづくり 

・基本目標Ⅱ 誰もが健やかに暮らせるまちづくり 

・基本目標Ⅲ 豊かな環境の中で快適な暮らしができるまちづくり 

・基本目標Ⅳ 人や文化を育むまちづくり 

・基本目標Ⅴ 生業をつなぎ、地域が潤うまちづくり 

・基本目標Ⅵ 由布の魅力発信ファンとつながるまちづくり 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（令和12年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 自主防災組織数 ５２団体 ５８団体 基本目標Ⅰ 

ア 防災講話数 ３５回 ３５回 基本目標Ⅰ 

ア 
緊急自動車更新台数（常

備施設） 
０台 ４台 基本目標Ⅰ 

ア 
資機材等整備件数（常備

消防） 
０件 ８件 基本目標Ⅰ 

ア 防火水槽設置数 ０基 ３基 基本目標Ⅰ 

ア 
車両更新台数（非常備消

防） 
０台 １５台 基本目標Ⅰ 

ア 
資機材等整備地区数（非

常備消防） 
６地区 ３０地区 基本目標Ⅰ 

ア 
訓練、研修等の延べ参加

人数（非常備消防） 

２，０００

人 

１０，０００

人 
基本目標Ⅰ 

ア 
自主防災組織活動交付金

交付団体数 
１９団体 ３０団体 基本目標Ⅰ 

ア 自治会への防災士配置率 ６９％ ７７％ 基本目標Ⅰ 

ア 
由布市公式アプリ「ゆふ

ポ」ダウンロード数 
９，１７９回 

１１，０００

回 
基本目標Ⅰ 
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ア 
収支率１０％以上の路線

数 
４路線 ６路線 基本目標Ⅰ 

ア 
便平均２人未満のユーバ

ス路線数 
１３路線 ７路線 基本目標Ⅰ 

ア ユーバス利用者数 
２５，７７

２人 

２５，７７２

人 
基本目標Ⅰ 

ア 
ユーバスの１便当たりの

乗車人数 
２．７人 ２．７人 基本目標Ⅰ 

ア 

免許返納者へのユーバス

無料券の交付数・タクシ

ー補助券の交付数 

１３４件 １６０件 基本目標Ⅰ 

ア 
移動困難者、買物困難者

等への支援取組数 
２件 ４件 基本目標Ⅰ 

ア 
由布市と地域まちづくり

協議会の連携取組数 
６９件 ９０件 基本目標Ⅰ 

ア 

由布市から支援・助成を

受けて開催されたイベン

トや地域情報発信等の事

業数 

４９件 ７０件 基本目標Ⅰ 

ア 

市報ゆふや由布市公式Ｓ

ＮＳ等による地域コミュ

ニティ情報の発信数 

２３件 ４０件 基本目標Ⅰ 

イ 
健康づくりリーダー派遣

者数 
３７１人 ７００人 基本目標Ⅱ 

イ 
ＩＣＴ（情報通信技術）活

用事業数 
２２件 ２８件 基本目標Ⅱ 

イ 乳幼児検診受診率 

１．６歳児

 ９５．

５％  ３

１．６歳児 

１００％  

３歳児 １０

基本目標Ⅱ 
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歳児 ９

８．１％ 

０％ 

イ 
妊娠・出産について満足

している人の割合 
９２．６％ １００％ 基本目標Ⅱ 

イ 特定健診受診率 

４６．５％

（Ｒ５年

度） 

６０％ 基本目標Ⅱ 

イ 
女性がん検診受診率（４

０歳～６９歳） 

子宮頸がん 

９．９％ 

乳がん  

１３．６％ 

子宮頸がん 

１５．９％ 

乳がん   

１６．９％ 

基本目標Ⅱ 

イ 

メタボリックシンドロー

ムの該当者および予備軍

の割合（４０～７４歳） 

該当者  

２３．３％ 

予備群  

１３．６％

（Ｒ５年

度） 

該当者   

 ２０．６％

予備群   

１１．２％ 

基本目標Ⅱ 

イ 高齢者通いの場の参加率 １８．２％ ２１．０％ 基本目標Ⅱ 

イ 食育事業の参加者数 ７２１人 ９００人 基本目標Ⅱ 

ウ 
水環境創出事業・調査研

究件数 
３件 ５件 基本目標Ⅲ 

ウ 環境学習会等開催数 ４０回 ４５回 基本目標Ⅲ 

ウ 
上記２つの取組へ担い手

として参加した市民の数 
８００人 ９００人 基本目標Ⅲ 

ウ ごみのリサイクル率 １０．８％ １１．４％ 基本目標Ⅲ 

ウ 
一人あたりの家庭ごみ排

出量 

６０３．９

ｇ／日 

５６５．７ｇ

／日 
基本目標Ⅲ 

ウ 河川水質基準の達成率 ９０％ ９５％ 基本目標Ⅲ 

ウ 森林整備面積 ８４㏊ ２０４㏊ 基本目標Ⅲ 
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ウ 

マイナンバーカードを活

用した電子申請システム

手続数 

５１件 ７１件 基本目標Ⅲ 

ウ 
電子申請システム利用者

数 

１０，１３

８人 

１２，０００

人 
基本目標Ⅲ 

ウ 
人口動態における社会増

減 
＋３３５人 ＋２００人 基本目標Ⅲ 

ウ 県外からの移住者数 ２０５人 ２４０人 基本目標Ⅲ 

ウ 空き家バンク登録件数 ２１件 ４０件 基本目標Ⅲ 

ウ 空き家バンク成約件数 １３件 ３０件 基本目標Ⅲ 

ウ 
補助金活用による空き家

の除却件数 
３件 ５件 基本目標Ⅲ 

ウ 
都市公園数および面積

（総数） 

公園数 ４

４公園  

面積 １

０．８１㏊ 

公園数 ４８

公園    

面積１１．３

０㏊ 

基本目標Ⅲ 

エ 

こどもの居場所づくり（

放課後児童クラブ、児童

育成支援拠点、地域子育

て支援拠点） 

放課後児童

クラブ １

９施設 児

童育成支援

拠点 ０施

設 地域子

育て支援拠

点 ４施設 

放課後児童ク

ラブ １９施

設 児童育成

支援拠点 １

施設 地域子

育て支援拠点 

４施設 

基本目標Ⅳ 

エ 
放課後児童クラブ利用定

員数 

６８５人

（Ｒ７年

度） 

７２０人 基本目標Ⅳ 

エ 
子育て相談件数（利用者

支援事業特定型） 
２３０件 ２３０件 基本目標Ⅳ 
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エ 
保育所待機児童数（潜在

含む） 
７人 ０人 基本目標Ⅳ 

エ 
「由布の学び検定」受験

者数 
５６６人 ６５０人 基本目標Ⅳ 

エ 読み聞かせ参加者数 
１，９３１

人 
２，１００人 基本目標Ⅳ 

エ 地域人材派遣者数 ５１０人 ８００人 基本目標Ⅳ 

エ 

「地域とともにある学

校」づくりの推進に向け

て体制が整っている小・

中学校の割合 

小学校 １

００％  

中学校 １

００％ 

小学校 １０

０％    

中学校 １０

０％ 

基本目標Ⅳ 

エ 

全国学力・学習状況調査

にて、「地域や社会をよく

するために何かしてみた

いと思う」と回答した児

童・生徒の割合 

小学校 ７

０．３％ 

中学校 ５

９．９％ 

小学校 ８

０％    

中学校 ７

６％ 

基本目標Ⅳ 

エ 公民館講座受講者数 
１，１６６

人 
１，７００人 基本目標Ⅳ 

エ 公民館施設利用者数 
１１７，８

２６人 

１３５，００

０人 
基本目標Ⅳ 

エ 
スポーツイベント参加者

数 
８３８人 １，２２０人 基本目標Ⅳ 

エ 
由布市家庭教育講座（サ

ロン）の受講者数 
３７１人 ４５０人 基本目標Ⅳ 

エ 子ども司書の認定者数 ７人 ４０人 基本目標Ⅳ 

オ 新規就農者数 ７人 １０人 基本目標Ⅴ 

オ 
ファーマーズスクール研

修者数（累計） 

７人（Ｒ２

～６年度） 

１０人（Ｒ８

～１２年度） 
基本目標Ⅴ 

オ 就農フェア等参加回数 ５回 ９回 基本目標Ⅴ 
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オ 新規参入企業数 ０ 

Ｒ１２年度ま

でに２企業参

入 または交

渉件数５ 

基本目標Ⅴ 

オ 

主要農産物（梨、イチゴ、

白ネギ、あまねぎ）の生産

者数 ※生産部会加盟数 

梨 ３０人 

いちご １

５人   

白ネギ １

６人   

あまねぎ 

２９人 

梨 ３０人 

いちご ２０

人     

白ネギ ２０

人     

あまねぎ ２

９人 

基本目標Ⅴ 

オ 
学校給食への由布市産農

産物使用率 

２８．１

８％（Ｒ７

年度） 

３０％ 基本目標Ⅴ 

オ 
地元食材を活用した献立

率 

６８．３

８％（Ｒ７

年度） 

７６％ 基本目標Ⅳ 

オ 食農業教育開催数 ５回 １０回 基本目標Ⅴ 

オ 
食文化ＰＲ活動開催数お

よび郷土料理提供食数 

開催数 ６

回    

郷土料理提

供数 １１

回 

開催数 ８回 

郷土料理提供

数 ２０回 

※３月と８月

を除く１０ヶ

月×２回を目

標 

基本目標Ⅴ 

オ 
異業種交流会の開催数・

参加者数 

開催数 ２

回 参加者

数 ５０人 

開催数 ２回 

参加者 ６０

人 

基本目標Ⅴ 

オ 異業種交流グループ活動 ２件 ２件 基本目標Ⅴ 
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件数 

オ 
ゆふマッチボックス採用

人数 
１９５人 ３５０人 基本目標Ⅴ 

オ 
企業立地促進助成による

新規雇用者数 

１０人（Ｒ

７年度） 
１０人 基本目標Ⅴ 

オ 新規創業件数 ８件 １０件 基本目標Ⅴ 

オ 事業承継相談会件数 
１件（Ｒ７

年度） 
２件 基本目標Ⅴ 

カ 年間宿泊客数 

１，３８

９，０００

人 

１，４２５，

０００人 
基本目標Ⅵ 

カ 年間観光客数 

４，０４

２，０００

人 

４，２５０，

０００人 
基本目標Ⅵ 

カ 年間観光消費額 

２５，９３

３，０００

千円 

２８，６９

８，０００千

円 

基本目標Ⅵ 

カ 
対外的プロモーションイ

ベントの開催回数 
１回 ２回 基本目標Ⅵ 

カ 
由布市公式ＳＮＳ等によ

る観光情報の発信回数 
２５０回 ３５０回 基本目標Ⅵ 

カ メディア出演本数 ４４本 ５５本 基本目標Ⅵ 

カ 
移住施策を活用した移住

者数 
９６人 １２０人  基本目標Ⅵ 

カ 移住相談会等の相談者数 ２０人 ３５人 基本目標Ⅵ 

カ 
移住特設サイトにおける

「由布日記」の投稿数 
８件 １２件 基本目標Ⅵ 

カ ふるさと納税寄附額 
１０．２億

円 
１３．７億円 基本目標Ⅵ 
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カ 神楽公演回数 ７回 ７回 基本目標Ⅵ 

カ 神楽イベント参加者数 

３，０００

名（Ｈ２９

～Ｒ６年度

平均） 

３，６００名 基本目標Ⅵ 

カ 神楽体験 ５回 ５回 基本目標Ⅵ 

カ 
由布市公式ＬＩＮＥ登録

者数 

３，５１３

人 
５，２００人 基本目標Ⅵ 

カ 農泊体験者数 ２００人 ２５０人 基本目標Ⅵ 

カ 
アドベンチャーツアー等

アクティビティ体験者数 
２４０人 ３００人 基本目標Ⅵ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

第２期由布市まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア みんなで支え合う、安心・安全なまちづくり事業 

イ 誰もが健やかに暮らせるまちづくり事業 

ウ 豊かな環境の中で快適な暮らしができるまちづくり事業 

エ 人や文化を育むまちづくり事業 

オ 生業をつなぎ、地域が潤うまちづくり事業 

カ 由布の魅力発信ファンとつながるまちづくり事業 

② 事業の内容 

ア みんなで支え合う、安心・安全なまちづくり事業 
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地域の防災体制を柔軟に見直し、さまざまな立場の人々が連携した、持

続可能な防災の仕組みをつくり、地域の実情を見つめ直し、多様な視点

とデータを活かしながら、福祉・医療、教育、商工分野等と連携した横

断的な施策を推進することで、誰もが快適に利用できる交通のあり方を

再構築し、世代や立場を超えて、地域住民が交流・参画できる地域コミ

ュニティを育み、地域の活力を創出する事業 

【具体的な事業】 

・災害対策環境整備事業 

・地域活力創造事業 等 

 

イ 誰もが健やかに暮らせるまちづくり事業 

すべての世代が心身ともに健やかに暮らせるよう、多角的な支援と情報

発信を行い、一人一人の健康づくりを支援する事業 

【具体的な事業】 

・成人保健の推進 

・健康立市推進事業 等 

 

ウ 豊かな環境の中で快適な暮らしができるまちづくり事業 

地球温暖化対策やカーボンニュートラルの実現等に向けて、環境保全へ

の意識向上を図り、ごみの減量から自然資源の保護まで、幅広い取組を

推進するとともに、新しい技術を積極的に取り入れることで行政サービ

スのデジタル化を推進して、行政運営の効率化や市民の利便性向上を図

り、住宅・道路・公園といった地域住民の生活の場となるインフラ施設

の整備・管理を適切に行い、他の分野とも連携しながら、住みよい環境

づくりを行う事業 

【具体的な事業】 

・みんなで取り組むごみ減量化事業 

・由布市に住みたい事業 等 

 

エ 人や文化を育むまちづくり事業 
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子育て世代の実情や多様なニーズを捉えながら、地域で子育てを支え合

う意識を育み、子育て支援事業の情報を積極的に発信することで、誰も

が安心して子育てできる支援体制を整え、由布市の豊かな環境を活かし

つつ、市民の関心や多様なニーズに寄り添い、生涯を通じて豊かな学び

や交流を楽しめる仕組みを構築する事業 

【具体的な事業】 

・保育施設整備事業 

・地域協育推進事業 等 

 

オ 生業をつなぎ、地域が潤うまちづくり事業 

今後の農業を持続可能なものにするために、儲かる農業を実現すること 

で、新規就農者の定着や企業の参入を図り、産業としての魅力向上に取

り組み、新たな挑戦に前向きな企業・起業を地域に迎え入れ、関係機関

が連携しながら、誰もが心地よく働ける環境づくりを推進する事業 

【具体的な事業】 

・就農支援事業 

・商工振興活性化事業 等 

 

カ 由布の魅力発信ファンとつながるまちづくり事業 

”住んでよし、訪れてよし”の「滞在型・循環型保養温泉地」の観光ま

ちづくりを、さらに発展的に継承するとともに、由布市の各地域の多様

な魅力を十分に活かし、積極的な情報発信を行うことで、交流人口を増

やす。また、地域とのつながりを深める仕組みづくりにより、関係人口

（由布の熱心なファン）を増やして、最終的には移住・定住者の創出を

図る事業 

【具体的な事業】 

・観光振興事業 

・定住および移住推進事業 等 

 

※なお、詳細は第３期由布市総合戦略のとおり 
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③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

１，０００，０００千円（２０２６年度～２０３０年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度７月に外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針を

決定する。検証後速やかに由布市公式ＷＥＢサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

２０２６年４月１日から２０３１年３月３１日まで 

 

６ 計画期間 

２０２６年４月１日から２０３１年３月３１日まで 


